
2023年度
日本学生支援機構奨学金

予約採用説明会



＜1.予約採用＞

入学前に奨学金採用の申請を行い、
すでに採用候補になっており、
入学後手続きをすれば振込がある人。

＜2.在学採用＞

大学入学後に初めて申し込む人や、
すでに予約採用候補になっている奨学金とは
別の種類を追加で申込みたい人。

高校3年生の時に申込み
大学入学後に申込み

(1～4年生までOK！)

予約採用 在学採用

日本学生支援機構奨学金の説明会について

今みんなが
受けている説明会

4/10(月)12:20~

@RYUKAホール

在学採用説明会



予約採用候補者の皆さんへ

授業料免除に関する申請書奨学金の手続きを忘れないために

① ②

③ ④

本日配布している書類の確認

受
付
で
渡
さ
れ
た
封
筒
に

４
つ
の
資
料
が
入
っ
て
い
ま
す
。

全
て
あ
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

進学届入力下書き用紙



「採用候補者決定通知」 の見かた 採用候補者決定通知を
見ながら聞いてください

太線で囲っている部分に
採用候補になった
奨学金の種類が
書いてあります。

候補になった奨学金の
種類をふまえて
説明を聞いてください。



＜1.貸与奨学金＞

借りる奨学金。卒業後に返還しないといけない。

＜2.給付奨学金＞

支給される奨学金。基本的に返還の必要がない。

あわせて、国から授業料等の減免も受けられる。

奨学金は大きく分けて２種類があります。

ただし、成績によっては
両方とも返還の必要!

奨学金の種類について



経済的理由により修学困難な学生に学資を貸し付けることを目的に、

独立行政法人 日本学生支援機構が実施する育英奨学事業です。

第一種奨学金（無利子貸与制）

第二種奨学金（有利子貸与制）

入学時特別増額貸与奨学金（有利子貸与制）

■貸与期間：最短修業年限の３月分まで

■貸与奨学金の種類

入学時のみ申請可。
初回振込時に一括貸与
※条件あり

⇒ つまり、最長で4年生の3月分まで借りられる

貸与奨学金について

毎月月額が
振り込まれる

貸与
(借りる)

なお、卒業後に学生自身に返還義務が生じます。



貸与奨学金について

第一種奨学金（無利子貸与制）

第1種奨学金の「最高月額」を
利用できる人は、
採用候補者決定通知書の
「2.採用候補者となった奨学金
の内容について」に最高月額
利用:可 と記載があります。

貸与
(借りる)

ポイント

毎月月額が
振り込まれる

区分
私立大学

自宅 自宅外

貸与 最高月額 54,000円 64,000円

貸与 最高月額以外

50,000円

40,000円 40,000円

30,000円 30,000円

20,000円 20,000円

ココ!



貸与奨学金について

第二種奨学金（有利子貸与制）

■貸与額 ※希望する金額を選択。一括入金。 ※採用条件あり

100,000円、200,000円、300,000円、400,000円、500,000円

入学時特別増額貸与奨学金（有利子貸与制）

貸与
(借りる)

交付書類コードが「B」または「E」の人
説明会終了後に「入学時特別増額貸与奨学金」について
追加説明を行うので必ず会場に残ってください。

ポイント

入学時のみ申請可。
初回振込時に一括貸与
※条件あり

毎月月額が
振り込まれる

貸与月額

20,000円、30,000円、40,000円、50,000円
60,000円、70,000円、80,000円、90,000円

100,000円、110,000円、120,000円



貸与奨学金の保証制度について

貸与奨学金が
採用候補になっている人は

「保証制度」を
確認しおこう！

貸与
(借りる)

保証制度は
ココに書いてあります

↓↓↓ ↓↓↓↓ ↓↓↓↓ ↓ ↓↓ ↓↓↓↓↓ ↓↓↓



貸与奨学金の保証制度について

貸与奨学金を申し込むには、必ずどちらかの保証制度を選択する必要があります。

一定の条件にかなった連帯保証人と保証人を選任し、その人の保証を受けて

奨学金の貸与を受ける。振込月額から保証料は引かれません。

指定された保証機関に加入して保証を受けることで、奨学金の貸与を受ける。

振込月額から保証料が引かれます。

保証制度は進学届の入力時に変更可能ですが、

入力完了後は変更ができません。

慎重に選択してください。

①人 的 保 証 制 度 (保証料:不要)

②機 関 保 証 制 度 (保証料:必要)

貸与
(借りる)



貸与奨学金の保証制度について

保証人

連帯保証人

連帯保証人・保証人を選任し、奨学金採用後に印鑑証明書等が
必要となります。必ず事前に了承を得てください。

不適正な選択をした場合、採用が取り消されます。

【原則】父もしくは母

【原則】本人・連帯保証人とは別生計の父母を除く
4親等以内65歳未満の成人親族（おじ・おば等）
※条件により65歳以上でも可。

貸与
(借りる)

①人 的 保 証 制 度 (保証料:不要)



貸与奨学金の保証制度について 貸与
(借りる)

詳しくは採用候補決定通知書と一緒に届いた

『貸与奨学生採用候補者のしおり』をご確認ください。



貸与奨学金の保証制度について

奨学金の貸与を受けるにあたって、毎月一定の保証料を支払うことで、

保証機関が連帯保証するものです。※入学時特別増額貸与奨学金にも保証料はかかります。
●2022年度採用 保証料目安

奨学金種別 月額 保証料（月額）

第一種
30,000 947

54,000 1,928

64,000 2,666

第二種

30,000 831

50,000 1,794

80,000 3,080

100,000 4,360

120,000 5,529

※機関保証は毎月振込時に保証料が自動引き落としされます。

貸与
(借りる)

②機 関 保 証 制 度 (保証料:必要)



給付奨学金

給付奨学金について 給付
(支給される)

毎月月額が
振り込まれる

支援区分
私立大学

自宅 自宅外

第１区分
38,300円

(42,500円)
75,800円

第２区分
25,600円

(28,400円)
50,600円

第３区分
12,800円

(14,200円)
25,300円

給付奨学金採用者は
国の授業料等減免の支援を

受けることもできます。



〈参考〉授業料減免の上限額(年額)

私立大学の場合

支援区分 授業料減免額（年額）

第Ⅰ区分
（住民税非課税世帯）

満額
約70万円

第Ⅱ区分
減免額の3分の2 約46万円

第Ⅲ区分
減免額の3分の1 約23万円

支援区分外 0円

給付
(支給される)

毎年10月に支援区分の見直しがあり、授業料減免額が変更になることがあります。

上記は年間を通じて支援区分に変更がなかった場合の金額です。

次のページから給付奨学金について
覚えておいてほしいことを説明します。



自宅外通学の月額支給 給付
(支給される)

自宅外通学の月額支給 ３つのポイント

②「実家以外の場所に家賃を支払って居住していることの証明書」と
「通学形態変更届（自宅外通学）」という書類の提出が必要です。

③学生支援機構による審査があり、 「自宅外通学」と認められると
承認された月からの差額がまとめて振り込まれます。

①「自宅外通学」を選択した場合であっても、
はじめは自宅月額での支給開始となります。

自宅外通学の月額支給申請については、皆さんが奨学金採用者に

なってから行う「採用説明会」でお話しします。



給付奨学金受給中の第一種奨学金の併給調整 給付
(支給される)

①支援区分が『第Ⅰ区分』 か 『第Ⅱ区分』
と書いてある。

②「併給貸与」 か 「第1種奨学金」の欄に
『候補者決定』と記載がある。

①・②両方を満たす人は給付奨学金受給中に併給調整があります

給付奨学金を受けている人が、併せて第一種奨学金の貸与を受ける場合、
支援区分に応じて貸与月額が調整されます。

併給調整とは？

支援区分
調整後の第1種奨学金の振込月額

自宅 自宅外

第１区分 0円 0円

第２区分 0円 0円

第３区分 21,700円
(20,000、30,300円)

19,200円

採用候補者決定通知の 「1.申込内容及び選考結果」 を見よう



支援区分の見直しと併給調整

※JASSOがマイナンバーから所得等情報及び申告された資産額を見ていきます。

併給調整で第１種奨学金の振込月額が０円になっても、

安易に辞退手続きをしないでください。

一度辞退すると第１種の資格を元に戻すことはできません。

支援区分の見直しとは？

①毎年10月に学生本人及び生計維持者の経済状況に基づき、

給付奨学金ならびに授業料減免の支援区分見直しがあります。

②この時に採用時の支援区分から変わることがあります。

③支援区分が『第3区分』や『支援対象外 』となった場合、

第１種奨学金の貸与資格があると
自動的に貸与月額が振り込まれます。



給付奨学金について 給付
(支給される)

赤枠の学業基準を満たさない場合は奨学生資格が「廃止」となります。
また、著しく学業成績が悪い場合は、給付奨学金の返還が
必要になるので注意してください。

(貸与奨学金にも別途基準があります。
学業成績を満たさない場合「廃止」になります)

廃
止

警
告

適格認定における学業成績の基準



予約説明会に参加

説明会で
「採用候補者決定通知書」を提出する

進学届入力用のID/PASSを受け取る

スカラネットで進学届を入力する

①返還誓約書等を記入する
②必要書類の準備をする

返還誓約書等提出会で書類を提出

(4月4日、6日)

4月採用者：5月17日(水)※予定
5月採用者：6月7日(水)※予定

採用説明会に参加
(対象者にはRYUKA Portalに通知を送ります)

奨学金手続き～採用決定後までの流れ

4月採用者：4月6日(木)まで
5月採用者：4月24日(月)まで

4月採用者：5月下旬 ※予定

5月採用者：6月中旬 ※予定

不備なし！
手続き完了！

不備あり！
修正後、再提出

奨学金の振込がある
4月採用者：4月21日(金)
5月採用者：5月16日(火)

③奨学金の手続きを
忘れないために

「RYUKA Portal」の
見かたは本日配布した
この用紙を見てください。



「進学届入力下書き用紙」を記入しなければならない理由

なので、記入した「進学届入力下書き用紙」を
確認しながら、

慎重に入力してください！

進学届入力前に必ず「進学届入力下書き用紙」に記入する。

「進学届入力下書き用紙」を見ながら

パソコン等で「スカラネット進学届」の入力をする。
（一時保存しないと30分でログアウトになるので注意！）

入力完了後は、内容の変更ができません。
つまり、入力ミスをすると修正ができません。



『進学届下書き用紙』を見ながら
あなたが採用候補になっている
奨学金の種類や保証制度の

記入個所について
チェックしていってください。

手元に下書き用紙を出してください



「進学届入力下書き用紙」 記入時の注意点

①

②

①交付する識別番号
(ID・パスワード)を記入

下書き用紙を
見ながら聞いて
ください

ココ

ココ

◆
決
定
通
知
を
提
出
し
た
人
が
受
け
取
れ
る
資
料

『
【
予
約
採
用
】
受
付
後
の
流
れ

』

②「採用候補者決定通知〔本人保管用〕」
一番下に記載のある【進学届提出用パスワード】を
全角・半角・大文字・小文字に注意して正しく記入



進学届を入力する時の注意点
進学届提出用ホームページアドレス

https://www.sas.jasso.go.jp/
受付時間：8：00～25：00

この部分に進学届の
入力手順が書かれています。

入力前に必ず読んでおいてください。
(P.24にも記載あり）



誓約日は入力日を書く

学籍番号は学生証に記載された8桁の番号、

学部(科)の欄については、自分の学部名を記入する 33230999

商学部

・

4

32027

0

修業年限は「4年0か月」、

卒業予定年月日は「2027年3月」と記入する

課程は「昼」を選択

「進学届入力下書き用紙」 記入時の注意点

全員記入



自宅外通学のみ

郵便番号：651ー2103

住所１：兵庫県神戸市西区学園西町３丁目

住所２：１番

「進学届入力下書き用紙」 記入時の注意点

自宅外通学のみ

大学の郵便番号と住所

あなたが記入しないといけない
種類に印をつけておいてください

貸
与
の
み

給
付
の
み

両
方

全員記入



給付奨学金

給付と貸与両方候補

給付奨学金

「進学届入力下書き用紙」 記入時の注意点



「進学届入力下書き用紙」 記入時の注意点

給付と貸与両方候補 給付と貸与両方候補



入学時特別増額貸与奨学金

「進学届入力下書き用紙」 記入時の注意点

第一種・第二種の併用貸与を希望している方
かつ

第二種奨学金の月額は 12万円 を選択した方

↓
全角200文字以内で理由を入力する必要があります。
（30分でログアウトするので、該当者は事前に下書きをしてから入力して下さい。）

第二種奨学金が候補にある人

入学時特別増額貸与奨学金が不要な人は
「いいえ」を選択してください。

第二種奨学金が候補にある人



「進学届入力下書き用紙」 記入時の注意点

貸与奨学金だけの人 給付奨学金



「進学届入力下書き用紙」 記入時の注意点

給付奨学金 給付奨学金



「進学届入力下書き用紙」 記入時の注意点

貸与奨学金 全員記入



「進学届入力下書き用紙」 記入時の注意点

全員記入

貸与奨学金
(人的保証)

連帯保証人
【原則】父もしくは母

なお、連帯保証人・保証人の住所は
「印鑑登録証明書」に

記載されている住所を記入する。

線を引いて消しておいてください

P.21上段：



保証人
4親等以内65歳未満の
成人親族（おじ・おば等）

「進学届入力下書き用紙」 記入時の注意点

「機関保証」を選んだ方は
父または母 いずれかの

連絡先を記入してください。



ゆうちょ銀行以外
(大手都市銀行など)

ゆうちょ銀行

振込できない金融機関

信託銀行 農協

外資系銀行 ネットバンク

コンビニ銀行 新生銀行

あおぞら銀行 一部の信用組合

振込先指定口座は

【学生本人名義】のみ！

※本人名義以外の口座は振込できません。
※貯蓄口座・休眠口座も不可

ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
記
入

「進学届入力下書き用紙」 記入時の注意点



「進学届」の入力時の注意点

メールアドレス登録画面で
「docomo.ne.jp」のアドレスを使う人は、

「jsas@ses.jasso.go.jp」からの
メール受信設定を行うようにしてください。

必ず事前に『進学届入力下書き用紙』
P.2~4を読んでください。

コ
レ



授業料等減免の対象者の認定に関する申請書(A様式1)

書き間違いやすいポイント

① 「2023年4月」と書く！

②

②

①

③

④

③ 「昼(昼夜開講を含む)」をチェック！

④ 採用候補者決定通知(本人保管用)の
登録番号を書く！

青枠は該当者の人だけ書く箇所

番
号
は
コ
コ
に

書
い
て
る
！

給付
(支給される)

4月24日(月)
提出しめきり

(学生課 奨学金窓口)

実家から通学：実家の住所
それ以外 ：住んでるマンションや寮の住所

「現住所＝今日時点で住んでいる住所」



学生課 奨学金窓口の場所
６号館１階

奨学金の担当部署

ココ!!

RYUKA
HALL

• 授業料等減免の対象者の認定に関する申請書(A様式1)

• 採用候補者通知を説明会に持ってくるのを忘れた人

説明会の
会場



進学届入力時に変更できる主な内容

項目 可否 備考
1 奨学金の辞退（全部辞退） － 「進学届」を提出しなければ「辞退」として取り扱われます。

2 入学時特別増額貸与奨学金のみ辞退 ○
労働金庫の「入学時必要資金融資」を利用している人は、
進学届の画面上でも入学時特別増額貸与奨学金を辞退しないでください。

3
第一種・第二種併用貸与者の片方辞

退 ○
「進学届」入力時に不要な方の「いいえ」を選択して辞退してください。
(「いいえ」を選択して一度送信してしまうと、入力取消しができません。ご注意ください。)

4 本人の氏名 × 学生支援機構に「改氏名届」の提出が必要になります。

5 本人の生年月日 ○

6 本人の性別 ○

7 貸与月額 ○
卒業後、返還が必要になりますので返還の負担を考慮して
必要最低限の金額となるよう計画的に利用してください。

8 入学時特別増額貸与奨学金の貸与額 ○

9 利率の算定方法 ○
第二種(併用貸与含む)、入学時特別増額貸与奨学金は、
「利率固定方式」 もしくは 「利率見直し方式」を選択する必要あり。

10 返還方式 ○
第一種については、「定額返還方式」 もしくは 「所得連動返還方式」を
選択する必要あり。

11 保証制度 ○ 「人的保証」 もしくは 「機関保証」を選択する必要あり。

12 奨学金振込口座 ○ 親権者ではなく、「学生本人名義」の振込口座(普通)を指定してください。

本日配布した「2023年度 予約採用候補者の皆さんへ」にも載っています



①対象者の人には手続き案内を

「RYUKA PORTAL」の
「あなた宛のお知らせ」に通知
するので、こまめに確認してください。

②大学HPの「日本学生支援機構
奨学金」ページにも
手続き情報などを掲載していきます。

奨学金手続きの心得



期日遅延で手続きが遅れた場合、

「振込停止」または
「資格取消」になります。

その場合、奨学金の振込が停まり
皆さんが困ることになるので

必ず期日を守るようにしてください。

手続きが遅れると…



入力期間と問い合わせ先

【奨学金窓口 電話番号】078-796-4131

必ず皆さんの携帯電話に登録しておいてください

【スカラネット入力期間】 【初回振込日】

4/6(木)まで ➡ 4/21(金)

4/24(月)まで ➡ 5/16(火)



①採用候補者決定通知書
(進学先提出用)

②JASSO奨学金
【予約採用】受付後の流れ

提出する

受け取る


